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版 １－385）。ここに，先端医療病棟の新設が計画されたために，発掘調査を2012年 ９ 月18
日～2013年 ９ 月 ６ 日に実施した。調査面積は4100㎡で，調査直前までは標高48ｍ前後の駐
車場であった。途中，近世の遺物包含層の掘削時に調査区西南辺で滴状の金属水銀が十分
に目視できるほどの広がりを見せたために，協議の結果，調査区全体で土壌調査を実施し





























































































































































　ＳＥ ２ は，ＳＥ １ から東に ７ ｍほど離れている，多量の針葉樹木片を含む直径1.5ｍ前






　ＳＥ ３は，ＳＥ １から南に10ｍ離れて位置する石組の井戸で，針葉樹縦板 １段組の木桶
を有し，底面の標高は43.3ｍをはかる（図版32－ １ ）。木桶の長さは60㎝程度。深い攪乱
の掘削中に確認し，石組みは ７， ８段しか残存していないが，掘り方は近世第 ２面で検出
できた。端反り椀を含まず，19世紀前半までの遺構と思われる。なお，木桶上端付近で，
内部に拳大の礫 １ 点が収まった状態で縦板組の手桶が出土している（図版32－ ２ ）。縦半
割分くらいしか残存していないので，水の汲み上げ中に井戸石の落下を受けて破損した釣
瓶と判断する。






までの遺構と思われる。ＳＸ ２～ ４は，ＳＥ １の東北辺で黒灰色土上部の掘削中に検出し
たいわゆる胞衣壷で，いずれも掘り方は確認できず，蓋は割れて出土している。ＳＸ ３・
４は近接しており，口縁の標高もほとんど同じだが，西側のＳＸ ４の身部の東辺部分が破



























　ＳＥ ７から西に ５ｍほど離れて，石組の井戸ＳＥ ８を淡褐色土上面で検出した（図版32













　ＳＸ13は，ＳＥ ７ に切られる １ ｍ× ２ ｍ程度の広がりの瓦溜まり（図版32－ ５ ）。端反
り椀と思われる磁器片も出土しているので，幕末の遺構と判断する。10㎝四方を超える破
片は無く，復元率が50％を超える個体もなかったが，合計で整理箱 ９杯分出土した。



























　以上の近世第 １・ ２面検出で確認した遺構のうち，近代のものは，井戸ＳＥ ７，土器溜
ＳＸ ７～ ９・12・14，土坑ＳＫ ６である。それ以外の，井戸ＳＥ １・３・８，野壺ＳＥ ９，
円形土坑ＳＥ ２・ ５・ ６・ＳＫ ４，集石土坑ＳＸ １，獣骨集積土坑ＳＫ １，土坑ＳＫ ７，
胞衣壷ＳＸ ２～ ４，瓦集積ＳＸ ５・ ６・10・13，ＳＫ ８，土器溜ＳＸ11，ＳＤ128などの
区画溝は，18世紀後半ごろから幕末にかけてとみなし得よう。そのうち，幕末の遺物を含










ＳＤ128出土遺物（Ⅱ １～Ⅱ36）　　Ⅱ １ は陶器椀。外面には褐色の地の上に淡黄色，
淡緑色，鉄絵，白泥を用いて庭園のような文様を描き，口縁部から内面にかけては白色の
地を塗り，これら全体の上に透明釉を施す。Ⅱ ２～Ⅱ ４は灯明皿。Ⅱ ２・Ⅱ ３は，内面に
櫛書きによる沈線を施し，Ⅱ ４は内面の口縁近くに18弁の菊花文の貼付けを施す。Ⅱ ２の
口縁の大部分とⅡ ３の口縁の一部には煤の付着が見られる。いずれも淡黄灰色に発色する
釉を内面から口縁外面付近まで施す。Ⅱ ５～Ⅱ ８は，灯明受皿。Ⅱ ５は完形であり釉は黄
白色を呈する。Ⅱ ６は口縁部が残存しておらず，釉はやや青灰色がかった発色。Ⅱ ７は外
面がやや赤変していてⅡ ７・Ⅱ ８の釉は黄灰色を呈する。Ⅱ ６～Ⅱ ８は受口の一部のみが
























































































































































































































































































































































後に幕末頃までの時期の，いわゆる胞衣壺を 3基（ＳＸ ２～ ４）とその南側に瓦溜まり（Ｓ
Ｘ ５・ ６，ＳＫ ８）を検出している。しかし，日常什器が多く出土したわけではなく，瓦
も居住用の構造物での使用にともなうにしては出土量が少ないように思われる。その一方
で，すぐそばには野壷ＳＥ １ もある。また，すぐ北側の338地点東南部では，18世紀の陶
磁器の廃棄を確認しているがその後は耕作地となっている。こうしたことから，本調査区
東北部は，少なくとも18世紀の終わりごろからは，基本的には田畑だったと考えたい。瓦
溜まりや胞衣壷については，祠での地鎮と考えることもできよう。
　調査区南半では，黒灰色土中に土器溜を検出でき，幕末までの時期におさまるものあっ
たが，南縁部に分布する淡褐色土（第 3層）の掘削がかなわなかったので，いつ頃からこ
うした日常什器の一括廃棄がおこなわれる空間となったのかはわからない。第 ２層の直下
に第 ６層（褐色礫層）の分布する調査区西南辺では，ほとんど鋤溝群は確認されなかった
が，黒灰色土の下部でも17世紀にまで遡るような陶磁器や土師器は非常に少なかったので，
居住域だったとしても早くても江戸時代後半からと言える。
　東接する278地点では，調査区南辺で乾山焼やその焼成に関わる生産関連遺物も出土し
ており，二代乾山による「乾山焼工房」に関わると推定されている。本調査区では，東南
部の広い範囲が撹乱を受けているものの調査区の東北辺で乾山焼と認め得る製品が ２点出
土したにとどまる（Ⅱ53・Ⅱ113）。278地点で推定した生産関連の場は，本調査区にまで
は達していないと判断してよかろう。なお，Ⅱ113については，「乾」の第 １画のタッチが
278地点のそれらとはまったく異なっている。
　19世紀に残した富岡鉄斉の絵図によれば（京都市編1985），本調査区は，安政～文久年
間（19世紀前半）に画家の小田海仙の居住域の北東部を，西南部辺りに内包していたこと
が想定された〔京都大学総合博物館2000〕。今回，それを裏付ける資料は確認できなかった。
小 結
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しかし，調査区西辺を南北にはしる段差の上位（すなわち西側）の南半部からは，段差の
下位に多数あったような鋤溝は検出されない一方で，近世後半から明治初期にかけての，
石組み井戸や瓦溜まり，陶磁器類が多量に廃棄された土坑や溝が確認されており，田畑で
はなく日常的な生活空間の縁辺部を想定させる。そして，黒灰色土からは坩堝の破片もし
ばしば出土していた。加えて，黒灰色土の下部を掘削中に出土した金属水銀は，絵画など
に用いる赤色の顔料として水銀朱を獲得するために辰砂を加熱した副産物とも考えられ
る。こうした点は，本調査区に小田海仙の居住域が含まれ得るという想定とも矛盾しまい。
　このような調査区東北辺・西辺・南縁の様相に対して，段差下位の調査区中央部から東
部にかけては，緩い傾斜ややや大きめの溝に区切られた方形区画の整った空間の中に，鋤
溝がおもに東西方向にはしる。そして，その地山は，北辺や西辺の段差上位の褐色砂礫層
ではなくその上位に堆積したシルト層である。地山に保水力のあるより低位の空間は，水
稲耕作に向いていたと思われるし，大根で有名な聖護院村の一角に位置することも踏まえ
れば，近世には二毛作も実施されていたことだろう。そしてこうした区画は，出土遺物と
層序から，18世紀にはさかのぼり得る。
　なお，北接する338地点で確認されている，18世紀には存在していたＹ＝1850ライン辺
りをＸ＝910ライン辺りまで南北にはしる段差は，そのほぼ延長上にある本調査区とは逆
に，西下がりで段差際では比高差が20㎝程度になる。しかし，338地点では，そのまま西
に進むと下位の砂礫層の上面は，むしろ西上がりになっていく。本調査区でのＸ＝880以
南で東下がりの段差との関係は，かつての高野川の氾濫によってできた中州状の地形やそ
れに規制されるシルト堆積にかかわる微地形を反映した，と判断したい。
　本章は，第 3節⑵を長尾が，そのほかを冨井が執筆し，全体を冨井が調整した。現地調
査および整理作業は，冨井眞・長尾玲が担当し，河野葵・西田陽子・杢佐和子・高木康裕
が，測量および出土資料の実測・復元などをおこなった。なお，木材について村上由美子
氏（総合地球環境学研究所）から有益なご助言をいただいた。記して謝意を表します。
